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予定，将来展望

研究概要 ⽬的

研 究 成 果

課 題

• 雰囲気温度および圧⼒を独⽴に設定できる衝撃波管を⽤いる
• 流れや温度・濃度分布のない均⼀場においてPM⽣成を⾏う
• 雰囲気温度・圧⼒がPM⽣成/PN特性に与える影響を調べる

Test gas +Ar (+O2)He

PM/PN計測光学系

衝撃波管

雰囲気温度と当量⽐がPM⽣成に及ぼす影響
３成分サロゲート燃料１%（0.65%イソオ
クタン＋0.25％トルエン＋0.10％ノルマル
ヘプタン）＋ 酸素 ＋ アルゴンを試験気体

当量⽐ =5, 10，熱分解（酸素無）で実験

・酸素添加とともにPM⽣成量は減少し，
ベルピークが低温側に移動

・酸素添加の有無によらず，ベルピーク
温度は t =1 msよりもt =2 msの⽅が
やや低くなる

多成分サロゲート燃料を⽤いたPM⽣成機構の解明と PM/PNデータベースの構築ならびにPM/PNの
関係のモデル化を⾏う．

制御チーム 横浜国⽴⼤学⼯学研究院
⽯井 ⼀洋

「衝撃波管による多成分燃料における粒⼦⽣成量と粒⼦数
との関係モデル化・機構解明とデータベース構築」

Cross-ministerial Strategic Innovation Promotion Program: SIP「⾰新的燃焼技術」公開シンポジウム＠⼀橋⼤学⼀橋講堂 2017年7⽉6⽇
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210 kPa < P5 < 260 kPa
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PM１次粒⼦径計測システム構築

T5 = 1910 K ‐1990 K

Toluene 0.5 % + Ar 99.5 %

衝撃波管試験部にLII光学系を構築し，予備実験
としてトルエン熱分解時のPM１次粒⼦径を計測

・１次粒⼦径はt =
1.4 msまでに13
nm程度まで⼤き
くなる

・Ereminらのベン
ゼン熱分解の結
果と，定量的に
おおよそ⼀致

２０１７（４年度） ２０１８（５年度/最終年度） ポストSIP

多成分サロゲート燃料のPM/PNデータベース
構築（圧⼒，温度，当量⽐を変化）

燃料組成がPM⽣成/PN特性に及ぼす影響調査，
PM/PNデータベース完成

PM１次粒⼦径計測に及ぼす凝集および粒径分
布の影響

・PM１次粒⼦数の⾒積・・・レーザー消光法によるPM濃度計測＋LII法によるPM１次粒⼦径計測
・PM２次粒⼦数の⾒積・・・凝集粒⼦のTEM画像解析，LS(レーザー散乱)法 + LII法 + PAMS

PM1次粒⼦径計測：LII法(Laser Induced Incandescence)

PM粒⼦温度計測： 8波⻑単⾊輻射能計測

PM濃度：レーザー消光計測


